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要 約

1. 水分は珪石粉を用いた粉剤では毛珍皆が認められ

ねが,乳剤の場合には水分台Ltに比例した分解が起る.
2. 金田粉による分矧ま Cu>Pb>Hg>Sn のmfl

であり,こ川 ま低級fii化物の DDA に対する親和力
の唄位にはば合致する.Cu,Pbの場合に分節が放く,

そのはかのものはほとんど彫管が認められない.

3. 金屑垢の彫蟹は DDA に対する親和力が式要

な変因であり,Hg(NO.I)空,FcC13,Fe(NOつ)空,HgO,

CuE0 などが分解力が放く,DDA に対する親和力の

強いものは分節率も大である.酸化力,還元力,塩基

性なども分解の要因であり, これらの性質を併有する

化合物は特に分解が大きく現われる.

文 ･献

1) J.F.YosteEal,Agr.,ChenL,10,43(1955),

2) 佐藤/i臥 牟田一郎,山内正雄,日本出岱化学会

関東支部 節184回 (昭和33年6月)において訴拭.

3) RalphB,MarcheLal,J.Econ,Entmo1.,

49,2(1956).

4) TheReportofAmericanCyanamideCom-

panyStamfordResearchLaboratories.

Sumtnary

Theeffectofmoisture, metalpowdersand

metallicsaltsonthedecompositionofmalathion

inquartzeitdustandemulsionformulationhas

beeninvestigated.

1. Moisture had no influence upon the

decompositionofrnalathionindustEornulation.

Butmalathionemulsionsufferedgreatinfluence

and itsactiveingredientwasdecomposedin

proportiontothe.ammountsofmoistureadded･

2. Theaffinityof0,0-dimetllyldithiophos-

phoricacidformetallicionswasdetermined

anditwasexpressedininverselogarithmofthe

productoftheleastmoleconcentrationofboth

solutions in wllich theprecipitateorcolour

canbedetectable.

3. Someofthemetalpawderscausedremar-

kabledecomposition ofmalathionin quartzeit

dustformulation andtheorderisarrangedas

follows;Cu>Pb>Hg>Sn

Thisorderisconsistentwithaffintiesofmetallic

chlorideoflowervalency.

14. Some.ofthemetal)icsaltsalsocaused

remarkable decomposition ofmalathlon in

quartzeit dustin proportion to affinities.

0Ⅹydativeability,reducingpowerandbasicity

ofmetallicsaltsareadditionalfactorswhich

decomposemalathionmorestrongly･
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ワタノミゾウムシにおける

DDT の吸収と代謝

Blum, M.S.,N.W.Earle,and ∫.S.
Roussel:Absorption and ムetabolism of
DDTinthebollweevil.∫.Econ.Entomol.
52,17-20(1959).

何種現かの昆虫はDDTでは十分yJ-除できないこと

が知られているが,ワタノミゾウムシ AIZthCnOmuS

gra〝dt'Sもその1つである.そこでこの虫のDDTに

対する自然的耐性 (naturaltolcrancc)を topical

application及び注射によってしらべ,どの位の虫の

DDTが休内に吸収され代謝されるかを研究した.

本柾のDDTに対する自然的耐性はルイジアナの3

地点から採火された佃柊の問で非常に違っていた.蕊

た越冬成虫は第1世代の羽化虫より弱く,羽化後1-

2日の成虫はそれ以上経過した個陣より抵抗力が少い.

DDT に対する耐性のつよい系統はェンドリンのよう

な他の有綴塩素剤にもや 強ゝ い憤向がみ られ る.

DDT を胸部に注射した勘合には抵抗性,感受性の系

統とも非常に弱い.

Top王calapplicationの場合の吸収率には両系統閲

に差がなく,用いた薬丑 5iLgの約60%が48時間以

内に吸収された.体内には48時間後女で少虫の DDT

が見出され,その虫は感受性の系統にや 多ゝかったが.

両系統の抵抗力の差を説明できるほどのちがいではな

い. また DDEは ごく少丑が検出されたに過ぎず,

48時間後には班用した DDT の約40%は未知の代謝

物矧 こかわ.8･ DI)E,DDA の局所処理を行った結

奴から,DDTがこれらの物Tiをへて未知の代謝物に

かわるという過程は考え粗い.イエバエにおいてすぐ

れたDDT共力剤として托告されている1,1-biョ(P･

chlorophenyl)cthaneや 1,1-biョ(p-chorophenyl)

-2,2,2-trifluoroethanolの併用は,本超では3-5倍

程皮DDTの召1陸を増加させるに過ぎない.イエバエ

と同様本税でもDDT は低温において毒性がつよい.

〔駁 俊一⊃
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2,3の新有提供殺虫剤 I

Coe,D. H.Hurtig, B.Perry, and E.
Sherlock:Some new organophosphorous
compoundswith'insecticidalproperties･J･
Agr･F90dChe/m･7,251(1959)･

次の3群の何れかに屈する有機卿 ヒ合物が16種類合

成され,その接触剤,燥茶剤及び浸透殺虫剤としての

効力が Schradanと比較試験された.

(1)CH3P(0)(NR′e)2(2)CH3P(0)(NR'2)(OR')

(3)CH3P(0)(OR")2

また温血動物に対する毒性の規準としては確ネズミ

に対しLD50250mg/kgが用いられた.

この節別試験の結果 alkylN-dlalkylmethyl･

phosphonamidate類/(2),特に isopropylmethyl-

pllOSphonomorpholidateと n-amylN-diふethyl

mFthylphosもhonamidate が勝れた浸透殺虫作用を

有することが判った.更に後者は接触剤,燥蒸剤とし

ての効果も有する.'またこの両化合物はいずれも強い

コ･)ンエステラーゼ阻害作用を有する(IN,501×10-7,

4×10~6). た 前ゞ者は温血動物に対す.る憩陸が梢強い

様である (LD5060mg/kg).

これらの化合物が時には Schfadanに匹敵するよ

うな強い殺虫力を有するにも拘らず温血動物に対する

毒性は殆んど紐祝できることは注目に値する.またこ

れら-迎の化合物の構造と殺虫効力の関係については

まだ明碇でないが,この方面の研究を東に進めれば,

より強力な殺虫力を有し,しかも人畜に矩告の理想的

な殺虫剤が発見できるかも知れない. (中島 鹿〕
′
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ピレトリン同族体の化学模造と殺虫効力の関係

JifiFarkn言,PavelKoufimaFranti菖ekSorm;
vztahmezichemickoustavbouainsekticidni

●aktivitouvfadさpyrethroidnichlatek.Chemi-

ckelisty,52,688-706(1958)･
1.側鎖に塩素を有する第一菊酸の同族体.Ana一og

kyseliny-chrysanthemove obsallujici chlorove

atomyvpostrannim_fet6zci.つぎのような経路で

2･(8,8･dichlorovinyl)I3,31dimethylcyclopropane
carboxylicacids(Ⅰ)を合成した.このもののa11yl-

rethfOlonecstersのイエバエに対する効力はIrans-

acid の場合 allethrin と同程皮の効力を示した.

(QKC-0.33,Qu:-3･脚)

(cH3)eC-CH2cc13CH0-cc13CH2CH_=C(CH3)2

些 →cc73CH(OCOCH･,)CH_-C(CH3)2旦竺→

C12C-CHCH-C(CH3)2

cc12-CHCH-C(CHl)2
､ ＼/
CH

N2CHCOOEt,Cu

COOH (I)
trans･acidmp.95-6.5o
cis-acid mp.88-y
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?:-I,･-cll-,cI
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(ⅠⅤ)

Il.芳香族基を有㌻

る第一菊酸の同族体.

Analogy kyseliny

chrysanthemoveob-

,sahujici arylovou
sknpinu･ Grign,ard

反応によって得られた

Ⅱを脱水してⅠⅠⅠを得,

これに ethyldiazo･

acetateを作用させて

芳香族基を有する第-

菊酸の同族体ⅠⅤ を得

た.このものゝallyト

Tethroloneestersの

イエバエに対する効力

,はつぎの通りである.

なお

QKC-KCioc:ll;tettrin･QLC-LCfScellfte::in

である. 〔高原弘和〕
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